
自
治
基
本
条
例
策
定
だ
よ
り

―

ま
ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
は
じ
め
ま
す
。
vol.1
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２
．

３
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地
方
分
権
が
進
み
、「
地
域
の
こ
と

は
地
域
が
決
め
る
」
と
い
う
原
則
の
も

と
、
住
民
・
議
会
・
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

と
な
る
の
が
、「
自
治
基
本
条
例
」で
す
。

１
．
自
治
基
本
条
例
と
は
？

な
ぜ
条
例
を
策
定
す
る
の
か

こ
れ
ま
で
国
は
、
生
活
向
上
（
政
治
、

経
済
、文
化
）を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

統
一
性
、
公
平
性
を
重
視
し
、
権
限
や
財

源
を
集
中
さ
せ
る
「
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、国
と
自
治
体（
都
道
府
県
・
市
町
村
）

と
の
関
係
は
、
国
が
目
標
や
方
針
を
示
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
、
自
治
体
に
指
示
を
与

え
る
「
上
下
・
主
従
」
の
関
係
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
「
Ｉ
Ｔ
の
普
及
、
少

子
高
齢
化
、経
済
の
停
滞
」
な
ど
に
よ
り
、

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
、人
々
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、

こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
型
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
個
別
の
課
題
へ
の
対
応
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
の
特

性
や
多
様
化
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、
地

域
で
決
定
す
る
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
持
つ
「
権
限
や

財
源
な
ど
」を
自
治
体
に
移
す
と
い
う「
地

方
分
権
」
に
向
け
て
、
平
成
12
年
４
月
に

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
国
と
自

治
体
の
関
係
は
「
上
下
・
主
従
か
ら
対

等
・
協
力
」
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、自
治
体
運
営
に
つ
い
て
、

国
の
指
示
に
従
い
事
業
を
推
進
す
る
方
式

か
ら
、地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
の
責
任
で
決
め
て
い
く
方
式
に

変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

必
要
と
な
る
の
が
、「
自
治
基
本
条
例
」

で
す
。
こ
の
条
例
は
、
山
北
町
に
関
係
す

る
人
々
（
住
民
・
議
会
・
行
政
な
ど
）
の

役
割
や
権
利
な
ど
を
明
確
に
し
て
、
自
治

の
最
も
基
本
的
な
理
念
や
仕
組
み
な
ど
と

合
わ
せ
て
条
例
と
い
う
形
で
法
的
に
規
定

す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、自
治
の
方
針
、基
本
的
な
ル
ー

ル
、
仕
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
山
北
町
自

治
基
本
条
例
」
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

条
例
の
性
格
及
び

　
　
　

位
置
づ
け
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
と
は
、
自
治
の
方
針
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
な
ど
、
自
治
体
と
し
て

の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

山
北
町
の
実
態
（
特
性
）
に
合
っ
た
条
例

策
定
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

策
定
の
視
点
に
つ
い
て

策
定
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
と

の
合
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
条
例
の
必

要
性
、条
例
の
性
格
等
を
十
分
に
議
論
し
、

山
北
町
の
実
態
に
あ
っ
た
実
施
可
能
な
内

容
と
し
ま
す
。

条
例
に
規
定
さ
れ
る
事
項
は
「
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
原
則
」「
住
民
と
行
政
の
情

報
共
有
の
推
進
」「
住
民
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
の
推
進
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
」「
住
民
と
行
政
の
役
割
と
責
務
」「
住

民
と
行
政
の
協
働
」「
町
の
財
政
」「
行
政

評
価
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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４
．

１
．

２
．

全国に広がる制定の動き
　平成１３年４月に北海道ニセコ町で「ニセコ
町まちづくり基本条例」が施行されました。こ
れが全国で初めて制定された自治基本条例です。
　現在、こうした自治基本条例制定の動きは全
国の市町村に広がっています。（県内では川崎市、
平塚市、茅ヶ崎市、逗子市、厚木市、大和市、
海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、大井町、
開成町、箱根町、湯河原町、愛川町が制定）。

【問合せ】　企画財政課企画班　電話７５－３６５２

～みなさんの思いを
　　　　　自治基本条例に～

みんなでつくる自治基本条例

　山北町自治基本条例は、これから平成24年度まで
の３か年をかけて策定します。
　今年度内には条例の素案をとりまとめ、平成23年
度には素案をもとに、住民のみなさんと検討を進め
ます。平成24年度前半には条例案を決定して、その
後、議会に提出し、議決を目指します。

ど
う
策
定
し
て
い
く
の
か

策
定
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例
の
性

格
上
、住
民
主
体
を
原
則
に
協
働（
住
民
・

行
政
）
に
よ
り
進
め
る
こ
と
と
し
、
検
討

内
容
等
の
情
報
は
広
く
住
民
の
方
々
に
提

供
し
ま
す
。

２
．
な
ぜ
、
今

　
　

自
治
基
本
条
例
な
の
か
？

自
治
基
本
条
例
の
必
要
性

地
方
分
権
一
括
法
施
行
前
に
比
べ
、
地

方
自
治
体
が
自
ら
そ
の
あ
り
方
を
選
択
し
、

政
策
を
実
行
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
ま
し

た
が
、
そ
の
自
治
体
の
主
役
で
あ
る
住
民
の

参
加
に
は
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
住
民
で
で
き

る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
、
自
治
体
が

や
る
べ
き
こ
と
と
い
っ
た
、
住
民
と
行
政
の

み
な
さ
ん
が
協
働
し
て
、
地
域
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

に
関
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
住
民

の
方
に
ど
の
よ
う
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
住
民
」
と
い
う
こ
と
を
浸
透
さ
せ
る
か
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、

　
　
　

条
例
を
つ
く
る
過
程

自
治
基
本
条
例
は
、
地
域
の
問
題
解
決
の

た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た「
町
の
憲
法
」で
す
。

自
治
基
本
条
例
は
制
定
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
制
定
ま
で
の
過
程
や
、
制
定
さ

れ
た
後
も
町
づ
く
り
に
住
民
が
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
緒
に
自
分
た
ち
の

町
を
知
り
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
考
え

る
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
治
の
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。町
で
も
、住
民
の
み
な
さ
ん

に
自
治
基
本
条
例
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報
提

供
を
し
て
い
き
ま
す
。
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